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御嵩町総合戦略策定にかかる 職員ワークショップ  日時：平成27年８月５日（水） 

   18：30～20：30 

場所： 御嵩町北庁舎大会議室 第１回 開催報告 
 

（出席者）  職 員：１７名 

       事 務 局：３名（企画課） 

       ファシリテーター：３名（ジャパン総研） 

 

１ 次第 
   

  18：30 ～ 開会あいさつ、趣旨説明 

  18：45    グループワーク 

        『“子育て世代に選ばれる御嵩町”の実現に向けた条件を考えよう！』 

  20：15   各グループの成果発表 

  20：25     閉会あいさつ、事務連絡 

 
 

２ 開催結果 

（１）グループワークの発表 

【Ａグループ】 

 結婚から妊娠についての支援については、町から出産お祝い金や、不妊治療に対する補助があると

よい、という意見がでた。 

 また、保育ママやベビーシッター制度といったような、地域で子育てする仕組みを町があっせんし

てやるとよいのではないか。 

 保育園については、潜在的な待機児童がある状態で、そのほとんどが未満児であるため、未満児専

用の保育園があれば、魅力的なまちとして選ばれるのではないか、という意見が出た。また、保育

園についても、御嵩町の自然を活かして、“森の幼稚園”のような御嵩町独自の特色ある保育園がで

きるとよい。 

 最も話が膨らんだのが、小学生から高校くらいの、子どもが御嵩町内に長く滞在する期間に行う特

色ある教育についてであった。例えば、ＩＣＴ教育、プログラミング教育など、他ではやっていな

い教育を御嵩町として打ち出していくとよいのではないかという話が出た。プログラミング教育を

実施することで、名古屋など都市部と同じような仕事を地方でもできるようになるため、それを在

宅就労につなげていくこともできる。また、町内にある空き家をオフィスに利用するのもよいので

はないか、という意見が出た。 

 プログラミング教育は、外国ではやっているところの方が多い。御嵩町独自で先進国の教育を取り

入れることで、子どもがその教育を活かした大学に入り、御嵩町内のＩＣＴの企業に就職すること

で、一生を通して御嵩町に住んでくれるのではないか。 

 

資料２ 
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【Ｂグループ】 

 結婚から妊娠・出産にはお金がかかるため、例えば、３人目の出産をした場合は町からお祝い金が

出るなど、経済的な支援が必要であるという意見が多く出た。結婚して町から出ていってしまう人

が多いが、結婚の時点での補助金、出産の時点での補助金、住宅を御嵩町で新築した場合の補助金、

というように段階を踏んで補助金を出すことで、「御嵩町にいると得をする」という制度をつくって

はどうかという意見が出た。 

 また、放課後児童クラブの整備について、上之郷小学校では子どもが減っており、多人数の競技な

どがなかなかできない、という現状がある。そこで、御嵩町が運営するスポーツクラブなどをつく

ってはどうかという意見が出た。また、「子育て道具の貸し出し」ということで、成長していく過程

で不要になった子育て道具を町に寄付してもらい、代わりに新しいものを提供するといったような

仕組みをつくってはどうかという意見が出た。 

 教育環境については、小学校でも自然を活かした学習をしていくことが必要である。また、その各

種の職業の人によいところをアピールしてもらって、キャリア教育をするのも有効である。スポー

ツについてが、このスポーツだけは負けないというスポーツをつくり、それに対して町の支援も強

化することで特徴を打ち出していけるのではないか。 

 子育てと仕事の両立については、工業団地に子育てできる施設を造ってはどうかという意見が出た。 

 また、その他で「子育てに関するワンストップの窓口」というのをあげている。子育てに関して何

でもわかる窓口をつくることで、安心して子育てできる環境をつくっていくことが大切である。 

 

【Ｃグループ】 

 結婚や出産への支援について、出産お祝い金、お買い物割引などをしてはどうか。また、保育環境

の整備としては、保育園の老朽化が進んでいるのできれいにしたいという話が出た。 

 学校教育については、いじめのない学校づくりの推進、カリスマ先生を呼ぶことにより注目を集め

る、などのアイデアが出た。 

 子どもの遊び場について、御嵩町にはあまり公園がなく、「みたけの森」は親子づれで行くには遠い

ため、もっと子どもが気軽に遊べる場づくりをする必要がある。 

 町の企業に育児休暇を義務化したり、託児所の設置を広げていくなど、子育てと仕事を両立しやす

い職場環境づくりを進めることが重要である。 

 地域で子どもを見守っていくことが大切であり、大学生やお年寄りによる子育てボランティアなど、

地域で見守る仕組みをつくりたい。伏見地区では若者が多く、上之郷地区には少ない、といった地

域ごとの特性があるため、そういった特性を踏まえた上での事業展開ができないか、という意見も

出た。 

 住まいや生活環境については、魅力的な住宅だったり、コンパクトなまち、すべてがそろっている

まち、というところで魅力を高めていってはどうか。 

 本グループで最も話題となったのは、未婚女性はどうしたら御嵩町に住むか、ということであった。

その結果、やはり結婚をしないと住まないのではないか、ではどうしたら結婚するか、というと、

結果「イケメン」が大切ではないかという話になった。「イケメン養成所」をつくって、若い女の人

を呼び込む。顔がかっこよい、というだけではなく、やさしかったり、プロ意識があったりという

ところを重視し、一般の人がイケメンになっていくドキュメンタリーを撮ったり、ＳＮＳで発信し

たりしてはどうか。実際にそのプロジェクトのなかで結婚に至った人にはお祝い金を出して支援し

ていけたらよい。最終的には、イクメンになって、男の人が家に入るというのもよいのではないか。 
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【Ａグループ】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 結婚から妊娠、出産までの支援 

＜出産支援＞ 

・出産時、町からお祝い金を出す。（１人目･･･○万円、２人目･･･○万円） 

・不妊治療費を町から援助（御嵩に住む約束をしてから） ・晩婚化対策 

 保育環境の整備 

＜子育て支援＞ 

・保育ママの充実（子育て経験のある方） 

・ベビーシッター制度（子どもが大きくなった、離れた方にやってもらう） 

・地域で子育てする仕掛け ・育児に対するソフト的な支援 

＜保育の充実＞ 

・未満児の受け入れ人数を増やす。未満児専用の園をつくるなど 

・夜間保育 ・「森の保育園」を御嵩で 

 教育環境の整備 

＜ＩＣＴ教育＞ 

・在宅ワークができるようパソコンのエリート教育（小･中） 

・プログラミング教育、IT教育をする 

＜その他＞ 

・特色のある学校･保育 ・森林（環境）学習の充実 

・放課後児童クラブの整備（充実） 

・中学生までの学習支援。町営塾。海士町（島根県） 

 子育てと仕事の両立の支援 

＜企業との連携＞ 

・グリーンテクノ内の保育所、託児所 ・事業所内保育 ・企業への働きかけ 

＜在宅就労＞ 

・在宅就労 

 住まいについて 

＜ハード対策＞ 

・子どもの遊び場（山、川、公園、バスケ、野球） ・緑を生かした公園をつくる 

・複合施設。例えば、保育園＋銀行、バロー＋役場な 

＜空き家活用＞ 

・空き家整備 ・空き家利用の保育所 

・田舎暮らしをしたい人達に、畑付きの空き家を貸し出す 

 その他 

・車の購入の補助（車がないと行けないところも多いので） ・地産地消で食の安全を確保できる 

・教育施設の集積  ・大学誘致 

結婚前・出産前 

子育て 

０～３才 

６～18才 

創
造
力
・
発
想 

論
理
的
思
考 
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 結婚から妊娠、出産までの支援 

＜金＞ 

・３人目出産の場合、町からお祝い金 

・お帰りなさい給付金 

・結婚して御嵩町に居住する人に対して、結婚祝儀金を渡す 

・入学お祝い金 

①結婚補助金 ②出産補助金（①を受けていると×2） ③住宅新築補助金（①②があると×3） 

ステップを踏んでいる方には、さらに補助金をupする制度 

・出産費用の無償化 ・所得保障（産休中）  ・子ども一人に付き給付金 

・出産後は行動範囲が限られるため、各地域に必需品の販売 

・子育ての道具の貸出。赤ちゃん用ベッド、イス等  ・放課後児童クラブ等の充実 

 保育・教育環境の整備 

＜小規模校を活かした独自プログラム＞ 

・森のようちえん  ・自然（森林）を生かした学習等のPR 

・各種職業の方々の出前授業 ・児童クラブに講師をつける 

・目指せ学力日本一  ・歯で一番 

・上小、上中の小規模校であることを活かし、独自のカリキュラム教育を実施する 

＜スポーツ＞ 

・総合型スポーツクラブ等多様なスポーツの指導を受けることができる環境。町内の一元化。優秀な指

導を受けられる環境 

・スポーツ ○○の盛んなまち（一つ競技を絞って） 

・高校吹奏楽部･合唱部活躍のための小中学校からの底上げ ・上中にバレーの川合さんを呼びましょう 

 仕事と子育ての両立の支援 

・豊田市や名古屋市へ通勤する方へ、高速道路代金の補助制度（名鉄の補助の車バージョン） 

・工業団地内に私立保育園を設立 

・町内の企業の中で会社の中に保育所を設けた企業に対する補助（税金の減免等） 

・御嵩町での就職 ← 就職場所を増やす 

・夏休み中の子どもを田舎で預かるサービス（疑似里帰り） 

・町内在勤者が町内に住むと補助あり ・町内に定住した方への起業支援 

 住まいについて 
・中学生や高校生への一人暮らしの支援 ・町による住宅整備（定住を条件に安く販売） 

 その他 

・子育てに関するワンストップ窓口の設立→子育てのことで何でも聞けば分かる。たらい回しにしない 

・PR、ブランド事業 公園の整備（上之郷－御嵩） ・運動公園の整備→ ジムなども 

・地域貢献活動の選択制（スポーツ指導、子育て、消防団） 

【Ｂグループ】 
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 結婚から妊娠、出産までの支援 

・御嵩町民ならお買い物割引する 

・結婚、出産、マイホーム購入時にお金が貰える 

・若い世代への子育て支援強化 

＜イケメン育成（ふんいきでも可）＞ 

・優しい人  ・モテるコツのカリスマ講師による教室 

・ドキ♡イケメンだらけの水泳大会（←ポロリあり） ・イケメン養成所 

・イケメンコンテスト ・イケメンだらけの婚活パーティ 

・育成過程のドキュメンタリー ・植物ハンター（イケメン） ・お祝い金を出す 

 保育環境の整備 

・保育所自体の改修。まずはハードを整備しなくては始まらない 

・きれいな保育園･学校  ・保育園の設備の充実 

・親が安心して子どもを預けることができる施設を各地域に 

・年度途中の入園希望者が必ず入園できるよう、保育士の確保･充実 

・親子で過ごせるカフェをつくる。図書館と一緒にするなど 

・県産材の木でできた保育施設 ・環境のまち→木育で意識づけ ・太陽光パネル補助 

 教育環境の整備 

・カリスマ先生がいる   ・高校の教育内容を充実。特色ある教育 

・イジメのない学校づくり。いろんな立場の人が入れる学校 

・環境子育てポリシー委員会立ち上げ 

 子育てと仕事の両立の支援 

・ダンナが今こそ家庭に入る！育メン支援 

・子どもが６時位まで安全に遊べる場所。リーダーづくり 

・放課後児童クラブ･利用時間拡大･夏休みや冬休みのみの利用可 

・町の企業（事業所）の託児所を充実させる。男性の育休取得の義務化 

・時間外、休日などに安心して預けられる施設、遊び場 

・学生（主に大学生）やお年寄り（退職者）による子育てボランティア 

・地域で子どもを見守れるシステム ・親の働く場の充実 ・公園を増やす 

 住まいについて 

・「○○ヶ丘」のように、魅力的な家屋を建て売りし、団地をブ

ランド化する 

・コンパクトなまち、近くに何でもある。お店、学校、交通 

・住宅購入補助 

 その他 

・職員と住民をもっと身近に ・イベントやお祭り、有名

なのをつくる 

・親と子ともに遊べる･楽しめるイベントの開催 

・上之郷地区への若者の移住 

・伏見地区。若者↑。新しい家↑ 

・地元に戻ってきてもらえる町→ 御嵩を好きになってもらう 

【Ｃグループ】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 


